
西
晋

「五
言
贈
答
詩
」
創
作
時
期
考

矢

田

博

士

要

旨

魏

の
時
代

で
は
、

五
言
詩

が
流

行

し
た

の

に
伴

い
、
四
言

詩

は
詩

歌
創

作

の
主
流

で
は
な

く
な

っ
た

。

し
か
し

、
西
晋

に
入

る
と
、

四
言
詩

が
再

び

「応

詔

・
応
令

」

「贈

答

」

の
分

野

を
中

心

に
復

活

す

る
。

私
見

に
よ
れ
ば
、

そ

れ

は
、
西
晋

を
開

い
た
武
帝

(司
馬
炎

)

が
儒
教

に
基

づ

く
政
治

方

針

を
掲

げ
た

の
に
伴

い
、
『詩
経

』
に
由
来

す

る
四

言
詩

を
正

統

と
す

る
保

守
派

文

人
官
僚

が
台
頭

し
、

「
四
言

"
典

雅
」

「五

言

11
卑
俗

」
と

い

っ

た
彼

ら

の
詩

歌
観

が
文

壇

を
支
配

し

た
た

め

で
あ
り

、
当
時

の
文

人

た
ち
も

ま
た
、

そ

の
制
約

の
も

と

で
、
詩

歌

の
創
作

に
あ
た

り
、
分

野

ご

と

に

相

応

し

い
詩

形

を
選
択

し

、
使

い
分

け

て

い
た

た

め

で
あ

る
。

た

だ
、

西
晋

の

「贈
答
詩

」

に

つ
い
て
は
、
全

体

の
四
ト

パ
ー

セ

ン
ト

が
依

然

と

し

て
五

言

で
作

ら
れ

て

お
り
、

一
見

し
た
と

こ
ろ
、

四
言

で

の

創

作

が
そ

れ

ほ
ど
徹
底

さ

れ

て

い
な

か

っ
た

か

の
印
象

を

与

え
る
。

し
か

し
、

そ

の
ほ
と

ん
ど

の
詩

が
恵
帝

期

に
入

っ
て
か

ら
の
作

な

の
で
あ

る
。

本
稿

で
は
、

武
帝

期

に
お

い
て
は
、

「贈
答

」

の
分

野

に

お

い
て
も

、

「応

詔

・
応

令

」

の
分
野

と

同
様

に
、

四
言

で

の
創

作

が
か

な
り
徹
底

さ
れ

た
も

の
で
あ

っ
た

こ
と
を

、
創
作

時
期

を
手

が

か

り

に
確

か

め

て
み
た

い
と
思

う
。

..

 

キ

ー

ワ
ー

ド

「贈
答

詩
」

「
四
言

詩
」

「五

言
詩

」

「西
晋

」
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愛知大学 言語 と文化No,4

一
、

序

【
「応

詔

・
応

令

」

「宴

会

」
】

西 魏 漢

並
日

四
31 3 0

舌
口

五
4 9 0

言
口

 

【
「贈

答

」
】

西 魏 漢

並
日

四
65 6 10

旨
口

五
46 22 2

き
口

こ
の
現
象

に
対
し
て
、
筆
者

は
こ
れ
ま
で
に
拙
論
を
発
表
し
、

　
ユ

　

 

因
に

つ
い
て
考
え
た
こ
と
が
あ

る
。

の
よ
う

に
な
る
。

◆

西
晋
を
開

い
た
武
帝

(司
馬
炎
)
が
、
儒
教

の
理
念
に
基
づ
く

政
治
方
針
を
掲
げ
、
詩
歌
の
方
面
に
お
い
て
も

『詩
経
』
に
由
来

す
る
伝
統
的
な
四
言
詩
を
正
統
と
す
る
姿
勢
を
示
し
た
こ
と
。

◆

武
帝

の
意
向
を
受
け
、
四
言
詩
に
よ
る
創
作
活
動
を
積
極
的
に

推
進
し
た
、
傅
玄

・
傅
威

・
摯
虞
な
ど
を
中
心
と
す
る
保
守
派
文

人
官
僚

の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
。

◆

摯
虞

の

『文
章
流
別
論
』
に
見
え
る
、
「四
言
11
典
雅
」
「五
言

魏
の
時
代
に
文
人
た
ち
の
間

で
、
五

言
詩
が
詩
歌
創
作

の
主
流
と
な

っ
た
の

に
伴

い
、
そ
の
ま
ま
衰
退
の

一
途
を
辿

る
か
に
見
え
た
四
言
詩
は
、
西
晋

に
入

る
と
、
一
時
的
に
再
び
息
を
吹
き
返
し
、

と
り
わ
け

「応
詔

・応
令
」
「贈
答
」
の

分
野
に
お
い
て
盛
ん
に
作
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
試
み
に
、
漢
代
か
ら
西
晋

に
か
け
て
の
、
こ
れ
ら
の
分
野
に
お
け

る
詩
形

の
変
遷
を
作
品
数
に
よ
っ
て
示

す
と
上

の
表

の
通
り
と
な
る
。
そ
の
要

そ
の
主
な
要
因
を
整
理
す
る
と
以
下

11
卑
俗
」
と

い
っ
た
詩
歌
観
は
、
保
守
派
文
人
官
僚

の
共
通
認
識

で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
詩
歌
観
が
当
時

の
文
壇
を
支
配
し
て
い
た
、

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。

◆

西
晋

の
文
人
た
ち
は
、
そ
う
し
た
認
識

の
も
と
、
社
交
的
で
公

的
な
要
素

の
強

い

「応
詔

・
応
令
」

「贈
答
」
な
ど
と
い
っ
た
分

野
の
詩
に
は
四
言
を
、
そ
れ
に
対
し
て
、
民
間
歌
謡
に
由
来
す
る

「楽
府
」
や
個
人
的
な
心
情
を
詠

い
こ
む

「詠
懐
」
な
ど
の
分
野

の
詩
に
は
五
言
を
、
と
い
っ
た
具
合
に
、
詩
歌
の
分
野
に
応
じ
て
、

そ
れ
に
相
応
し
い
詩
形
を
使
い
分
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。

上
に
挙
げ
た
表

に
よ
れ
ば
、
西
晋
期

の

「応
詔

・
応
令
」

「宴
会
」

の

詩
は
、
九
割
近
く
が
四
言
で
作
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、

「贈
答

詩
」

の
方

は
、
魏

の
時
代
に
比

べ
れ
ば
、
四
言

の
比
率
の
方
が
五
言
を
上

回

っ
て
は
い
る
も
の
の
、
全
体

の
六
割
近
く
を
占
め
る
に
す
ぎ
ず
、

「応

詔

・
応
令
」

「宴
会
」

の
詩
に
比
べ
、
四
言
に
よ
る
創
作
が
そ
れ
ほ
ど
徹

底
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か

っ
た
か
の
印
象
を
受
け
る
。
し
か
し
、
西
晋
期

の

「五
言
贈
答
詩
」

の
創
作
時
期
を
調
べ
て
見
る
と
、
恵
帝
期

に
入

っ
て

か
ら
の
作
が
圧
倒
的
に
多

い
こ
と
に
気
が
付
く

の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
そ
の
点
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
西
晋
初
期
の
武
帝
期
に
関

し
て
い
え
ぼ
、
「贈
答
」

の
分
野
に
お
い
て
も
、
四
言
に
よ
る
創
作
が
や

は
り
徹
底
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た

こ
と
を
確
か
め
て
み
た
い
と
思
う
。
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西晋 「五言贈答詩」創作時期考

二
、

西

晋

「五

言

贈

答

詩

」

詩

題

一
覧

ま
ず
は
、
西
晋
期
に
お
け
る

「五
言
贈
答
詩
」
の
詩
題

一
覧
を
示
す
と

以
下

の
通
り
と
な
る
。

※

時
代
区
分
は
、
『先
秦
漢
魏
晋
南
北
朝
詩
』
(逮
欽
立
輯
校
、
中

華
書
局
、

一
九
八
四
)
に
従
い
、
そ
の

「晋
詩
」
巻

一
か
ら
巻
八

に
収
め
ら
れ
て
い
る
詩

を
対
象
と
す
る
。

※

詩
題

が

「贈
～
」

「答
～
」

「與
～
」
と
な
っ
て
い
る
も
の
を
こ

こ
で
は

「贈
答
詩
」
と
見
な
す
こ
と
に
す
る
。

※

「晋
詩
」
巻

一
に
は
、
稀
喜

の

「答
椛
康
詩
四
首
」
が
収
め
ら

れ
て
い
る
が
、
贈
答
相

手
の
稽
康
は
、
魏
末
に
亡
く
な

っ
て
い
る

の
で
、
こ
こ
で
は
対
象
外
と
し
た
。

【西
晋

「五
言
贈
答
詩
」
詩
題

一
覧
】

江
偉

「答
軍
司
馬
詩
」

傅
玄

「答
程
曉
詩
」

司
馬
彪

「贈
山
濤
詩
二
首

」

懸
亨

「贈
四
王
冠
詩
」

王
濟

「答
何
勘
詩
」

傅
威

「贈
何
勘
王
濟
詩
」

「贈
郭
泰
機
詩
」

郭
泰
機

「答
傅
威
詩
」

何
勘

「贈
張
華
詩
」

張
華

「答
何
勘
詩
三
首
」

「贈
摯
仲
治
詩
」

夏
侯
沖

「答
溜
岳
詩
」

曹
嘉

「贈
石
崇
詩
」

石
崇

「答
曹
嘉
詩
」
「贈
喪
膜
詩
」

「贈
欧
陽
建
詩
」

曹
濾

「贈
石
崇
詩
」
「贈
石
荊
州
詩
」

寮
膜

「贈
石
季
倫
詩
」
「贈
石
崇
詩
」

稜
紹

「贈
石
季
倫
詩
」

播 張
尼 載

 

陸
機

陸
雲

「贈
虞
顯
度
詩
」
「贈
裏
子
瑛
詩
」

「贈
河
陽
詩
」
「贈
侍
御
史
王
元
既
詩
」
「贈
長
安
令
劉
正
伯
詩
」

「贈
朧
西
太
守
張
仲
治
詩
」
「贈
榮
陽
太
守
呉
子
仲
詩
」

「答
楊
士
安
詩
」
「贈
汲
郡
太
守
李
茂
彦
詩
」
「贈
劉
佐
詩
」

「贈
凋
文
煕
詩
」
「贈
斥
丘
令
薦
文
黒
詩
」
「贈
從
兄
車
騎
詩
」

「爲
周
夫
人
贈
車
騎
詩
」
「贈
尚
書
郎
顧
彦
先
詩
二
首
」

「贈
顧
彦
先
詩
」

「爲
顧
彦
先
贈
婦
詩

二
首
」
「答
張
士
然
詩
」

「贈
紀
士
詩
」
「贈
顧
交
趾
公
眞
詩
」

「於
承
明
作
與
弟
士
龍
詩
」

「贈
弟
士
龍
詩
」

「答
兄
機
詩
」
「答
張
士
然
詩
」

「爲
顧
彦
先
贈
婦
往
返
詩
四
首
」

三
、
西
晋

「五
言
贈
答

詩
」

の
創
作

時
期

に

つ
い

て

で
は
本
節
で
は
、
以
上
に
列
挙
し
た
五
言
贈
答
詩
の
創
作
時
期
に
つ
い

て
確
認
し
て
み
た
い
。

な
お
、
『先
秦
漢
魏
晋
南
北
朝
詩
』
の
時
代
区
分
は
、
詩
人
の
卒
年
を

一286一
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基
準
に
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
以
上
に
挙
げ
た
詩

の
中
に
は
、
魏
末

の

作
と
思
わ
れ
る
も
の
も
含
ま
れ

て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
、

〔1
〕
魏
末

の
作
と
判
断
さ
れ
る
も
の
、

〔n
〕
西
晋

・
武
帝
期

の
作
と
判

断
さ
れ
る
も
の
、
〔m
〕
西
晋
・
恵
帝
期
の
作
と
判
断
さ
れ
る
も
の
、
〔W
〕

創
作
時
期
の
判
断
が
困
難
な
も

の
、
ー
の
四
つ
に
分
類
し
て
確
認
す
る
こ

と
に
す
る
。

ま
た
、
陸
機

・
陸
雲
兄
弟

の
贈
答
詩
に
つ
い
て
は
、
彼
ら
二
人
が
呉

の

地
か
ら
西
晋

の
都

・
洛
陽

に
入

っ
た
の
が
太
康
年
間
の
末
と
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
お
お
む
ね
恵
帝
期

に
作
ら
れ
た
も
の
と
見
な
し
て
よ
い
。
か

り
に
、
入
洛
以
前
の
も
の
が
含

ま
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
は
西
晋

に
お
け
る
文
学
活
動
と
は
無
関
係

の
も
の
で
あ
る
。
よ

っ
て
、
紙
幅
の
都

合
上
、
陸
機

・
陸
雲

の
贈
答
詩

に
つ
い
て
は
、
調
査
対
象
か
ら
省
く
こ
と

に
す
る
。

↑

〕
魏
末
の
作
と
判
断
さ
れ
る
も
の

【江
偉

「答
軍
司
馬
詩
」
】

罵
繋
繋
世
網
、
進
退
惟
準
縄
。

た
時
期
は
魏
の
末
頃

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

江
偉
に
は
ほ
か
に

「答
賀
蜻
詩
」
と
い
う
四
言

の
贈
答
詩
が
あ
る
。
そ

れ
に
は
以
下
の
よ
う
な
序
文
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
明
ら
か
に
魏

の
高
貴
郷

公

(曹
髪
)
の
正
元
二
年

(二
五
五
)
の
作

で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

正
元
二
年
冬
蜷
、
家
君
在
陳
郡
、
余
別
在
國
舎
、
不
得
集
會
、

弟
廣
平
作
詩
以
胎
余
、
余
答
之
日
。

一
方
、
本
詩
に
つ
い
て
は
、
今

に
伝
わ
る
の
が
こ
こ
に
挙
げ
た
二
句

の

み
で
あ
り
、
詩
題

の
軍
司
馬
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
が
誰
を
指
す
の
か
不
明

な
た
め
、
創
作
時
期

の
特
定
は
難
し
い
。
た
だ
、
現
存

の
二
句
の
内
容
か

ら
判
断
し
て
、
魏
末

の
不
穏
な
世
相
を
反
映
し
た
も

の
と
考
え
る
の
が
穏

当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
か
り
に
晋

に
入
っ
て
か
ら
の
作

で
あ

っ
た
と
し

て
も
、
西
晋

・
武
帝
期
に
お
け
る
四
言
詩
復
興
の
動
き
が
定
着
す
る
以
前

の
作

で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

【傅
玄

「答
程
曉
詩
」
】

義
和
運
玉
衡
、
招
揺
賦
朔
旬
、

聖
主
加
元
服
、
萬
國
望
威
神
、

洪
崖
歌
山
柚
、
許
由
嵯
水
濱
。
嘉
慶
形
三
朝
、
美
徳
揚
初
春
、

伊
周
敷
玄
化
、
並
世
露
天
人
、

一285一
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江
偉

は
魏
末
晋
初

の
人
。
『
三
国
志

・
魏
書
』
『晋
書
』

に
伝
が
な
く
、

詳
し
い
事
跡
は
不
明
。
『階
書
』
巻
三
十
五

「経
籍
志
四
」

に
、
「晋
通
事

郎
江
偉
集
六
巻
」
と
著
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
晋
の
初
め
に
通
事
郎

と
い
う
官
職
に
つ
い
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
、
主
に
活
躍
し
て
い

『三
国
志

・
魏
書
』
巻
十
四

「程
曉
伝
」

に
、

曉
、
嘉
平
中
爲
黄
門
侍
郎
。
時
校
事
放
横
。
曉
上
疏
日
、

於
是
遂
罷
校
事
官
。
曉
遷
汝
南
太
守
、
年
四
十
餓
箆
。

と
あ
り
、
『水
経
注
』
巻
三
十

「准
水
」
に
も
、
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又
東
過
新
息
縣
南
。

…
…
面
南
又
有
魏
汝
南
太
守
程
曉
碑
。

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
程
曉
は
魏

の
廃
帝

(曹
芳
)
の
嘉
平
年
間

(二
四
九

～
二
五
四
)
に
黄
門
侍
郎
と
な
り
、
そ
の
後
、
汝
南
太
守

に
遷
り
、
ま
も

な
く
四
十
鯨
歳
で
亡
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

本
詩

に

「聖
主
加
元
服
」
と
詠
わ
れ
て
い
る

「聖
主
」
と
は
、
お
そ
ら

く
魏

の
廃
帝

(曹
芳
)
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
魏
の
廃
帝
が
元
服
、
す
な

わ
ち
二
十
歳
を
迎
え
た

の
は
、
嘉
平
三
年

(二
五

一
)

の
こ
と
で
あ
る
。

傅
玄

は
西
晋

・
武
帝
の
泰
始
十

年

(二
七
四
)
に
六
十

二
歳
で
亡
く
な

っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
嘉
平
三
年

の
時
点
で
は
三
十
九
歳
と
い
う
こ
と
に
な

る
。

一
方
、
程
曉

は
嘉
平
年
間

に
四
十
鯨
歳

で
亡
く
な

っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
両
者
は
年
齢
的
に
も
近
い
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
程
曉
が
嘉
平
年
間

に
つ
い
た
黄
門
侍
郎
と
い
う
官

職
は
、
天
子
の
左
右

に
侍
り
、
宮
中
内
外

の
出
入
を
掌
る
こ
と
を
職
務
と
す
る
。

以
上

の
点
を
総
合
的

に
判
断

し
た
場
合
、
こ
の
詩

の
創
作
年
代
と
し
て

は
、
魏

の
廃
帝
の
嘉
平
三
年

(
二
五

一
)
が
最
も
有
力
で
あ
る
と
言
え
よ

う
。
少
な
く
と
も
西
晋

に
入
る
以
前

の
作
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

【司
馬
彪

「贈
山
濤
詩
」
二
首
】

其

一

菖
菖
椅
桐
樹
、
寄
生
於
南
岳
、

庭
身
孤
且
危
、
於
何
託
余

足
、

今
者
絶
世
用
、
倥
偬
見
迫
束
、

焉
得
成
琴
慧
、
何
由
揚
妙

曲
、

上
凌
青
雲
覧
、
下
臨
千
初
谷
、

昔
也
植
朝
陽
、
傾
枝
侯
鷺
驚
、

班
匠
不
我
顧
、
牙
暖
不
我
録
、

再
再
三
光
馳
、
逝
者

一
何
速
、

中
夜
不
能
篠
、

†
和
潜
幽
冥
、

其
二

翻
翻
野
青
雀
、

撫
剣
起
躍
濁
、
感
彼
孔
聖
歎
、
哀
此
年
命
促
、

誰
能
謹
奇
瑛
、
糞
願
神
龍
來
、
揚
光
以
見
燭
。

受
性
孤
且
微
、
昔
生
三
河
側
、
鼓
翼
帝
王
畿
。

司
馬
彪
、
字
は
紹
統
。
高
陽
王

・
司
馬
睦

の
長
子
。
若
い
頃
よ
り
篤
学

に
し
て
倦
む
こ
と
が
な
か

っ
た
が
、好
色

で
行

い
が
軽
薄

で
あ

っ
た
た
め
、

父

・
睦
の
責
む
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
そ
の
た
め
に
跡
継
ぎ
と
な
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
司
馬
酪

の
弟

・
敏

の
養
子
と
し
て
出
さ
れ
た
が
、
事
実

上

の
廃
嫡
で
あ

っ
た
。
官
職
は
、
初

め
騎
都
尉
を
拝
し
、
西
晋

・
武
帝

の

泰
始
年
間

(二
六
五
～
二
七
四
)
に
秘
書
郎
と
な
り
、
ま
も
な
く
秘
書
丞

に
転
じ
た
。
そ
の
後
、
散
騎
侍
郎
を
拝
し
、
恵
帝
の
末
年
、
す
な
わ
ち
光

煕
元
年

(三
〇
六
)

に
六
十
余
歳
で
亡
く
な

っ
た

(『晋
書
』
巻
八
十

二

「司
馬
彪
伝
」
)。

「贈
山
濤
詩
」
其

一
は
、
『文
選
』
巻
二
十
四
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。

張
銑

の
注
に
よ
れ
ば
、
こ
の
詩
は
、
司
馬
彪
が
人
事
の
任
に
あ
っ
た
山
濤

に
推
挙
を
求
め
る
た
め
に
贈

っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

初
山
濤
爲
吏
部
侍
郎
、
而
紹
統
未
仕
。
故
贈
以
此
詩
欲
濤
薦
也
。

詩
中

の

「今
者
絶
世
用
、
倥
偬
見
迫
束
。
」
と
い
う
表
現
か
ら
、
お
そ

ら
く
張
銑
の
言
う
通
り
、
「未

だ
仕
え
ざ
る
」
時
期
の
作
と
見
て
よ

い
で

あ
ろ
う
。

司
馬
彪
は
騎
都
尉
の
官

で
起
家
し
た
。
そ
の
時
期

に
つ
い
て
は
不
明
で

あ
る
が
、
西
晋

・
武
帝

の
泰
始
元
年

(二
六
五
)
に
は
す
で
に
政
治

に
携

.,
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わ

っ
て
い
た
こ
と
が
、
以
下
の
記
述
か
ら
窺
え
る
。

泰
始
元
年
冬
十

二
月
丙
寅
、
設
壇
干
南
郊
、
…
…

(『晋
書
』
巻
三

「武
帝
紀
」
)

泰
始
初
、
武
帝
親
祠
南
郊
、
彪
上
疏
定
議
、
…
…

(『晋
書
』
巻
八
十
二

「司
馬
彪
伝
」)

及
晋
受
命
、
司
馬
彪
等
表
六
宗
之
祀
、
不
懸
特
立
新
禮
、
…
…

(『晋
書
』
巻
十
九

「礼
志

・
上
」)

山
濤

に
贈

っ
た
詩
が
司
馬
彪

の
ま
だ
仕
え
て
い
な
い
時
期

の
作
だ
と
す

れ
ば
、
以
上
の
記
述
よ
り
、
西
晋
に
入
る
以
前

の
作
と
い
う
こ
と
に
な
る

で
あ
ろ
う
。

『晋
書
』
巻
四
十
三

「山
濤
伝
」

に
よ
れ
ば
、
山
濤
は
魏
末
に
司
馬
師

に
抜
擢
さ
れ
、
尚
書
吏
部
郎
の
官
職
を
経
験
し
て
い
る
。
尚
書
吏
部
郎
は

ま
さ
に
官
吏

の
任
免

・
考
課
な

ど
、
人
事
を
掌

る
官
職

で
あ
る
。
ま
た
、

『資
治
通
鑑
』
巻
七
十
八
に
よ
れ
ば
、
山
濤
が
尚
書
吏
部
郎

に
な

っ
た

の

は
、
魏

・
元
帝

(曹
奥
)
の
景
元
三
年

(二
六

二
)
の
こ
と
と
さ
れ
る
。

司
馬
彪

は
西
晋

・
恵
帝

の
光
煕

元
年

(三
〇
六
)
に
六
十
余
歳

で
亡
く

な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
景
元

三
年

の
時
点

で
は
、
二
十
歳
前
後
と

い
う

　
　
　
　

こ
と
に
な
り
、
当
時

の

一
般
的
な
起
家

の
年
齢
と
も

一
致
す
る
。
因
み
に
、

同
族
で
同
じ
世
代
に
属
す
る
司

馬
故

は
、
十
八
歳
で
起
家
し
て
お
り
、
司

ロ
ヨ

ロ

馬
炎

(後
の
武
帝
)
も
ま
た
二
十
歳
前
に
起
家
し
て
い
る
。
し
か
し
司
馬

彪
の
場
合
、
若

い
頃

の
放
蕩
が
た
た
り
、
廃
嫡
同
然
と
な

っ
て
い
た
。
よ
っ

て
、
起
家
の
た
め
の
官
職
が
司

馬
彪

に
は
用
意
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
こ
と

が
容
易

に
想
像
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
山
濤
に
詩
を
贈
り
推
挙
を
求
め
る
に

至

っ
た
背
景
に
は
、
こ
う
し
た
起
家

の
見
通
し
が
立
た
な
い
司
馬
彪

の
焦

り
が
あ

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
点
を
総
合
的
に
判
断
し
た
場
合
、
司
馬
彪

の

「贈
山
濤
詩
」

の

創
作
時
期
に
つ
い
て
は
、
魏

・
元
帝

の
景
元
三
年

(二
六
二
)
が
最
も
有

力
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

〔H
)
西
晋

・
武
帝
期
の
作
と
判
断
さ
れ
る
も
の

【播
尼

「贈
河
陽
詩
」
】

虜
生
化
軍
父
、
子
奇
蔽
東
阿
、

逸
騨
騰
夷
路
、
潜
龍
躍
洪
波
、

流
聲
葭
秋
蘭
、
璃
藻
艶
春
華
、

桐
郷
建
遺
烈
、
武
城
播
絃
歌
、

弱
冠
歩
鼎
鉱
、
既
立
宰
三
河
、

徒
美
天
姿
茂
、
豊
謂
人
爵
多
。

本
詩
は
、
『文
選
』
巻

二
十
四
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
贈
答
相
手
の

「河
陽
」
に
つ
い
て
、
呂
向

の
注

に
よ
れ
ば
、
「溜
岳
爲
河
陽
令
。
是
尼
從

父
。
故
不
言
名
。
」
と
あ
り
、
当
時
、
河
陽

の
県
令

で
あ

っ
た
、
溜
尼
の

従
父
の
播
岳

の
こ
と
と

い
う
。
溢
岳

に
は

「河
陽
縣
作
二
首
」

(『文
選
』

巻
二
十
六
、
所
収
)
と
い
う
詩
が
あ
り
、
其
二
に

「位
同
軍
父
邑
、
椀
無

子
賎
歌
」
と
詠
う
。

一
方
、
溜
尼

の
本
詩
に
も

「虜
生
化
軍
父
、
子
奇
益

東
阿
」
と
詠
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「河
陽
」
は
呂
向
の
い
う
通
り
、
当

時
、
河
陽
の
県
令
で
あ
っ
た
溜
岳
を
指
す
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

溜
岳
が
河
陽
の
県
令
に
任
命
さ
れ
た
の
は
、
以
下

の
記
述

か
ら
、
武
帝

の
威
寧
年
間

(二
七
五
～
二
七
九
)
の
初
め
頃
で
あ

っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
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岳
才

名
冠
世
、
爲
衆

所
疾
、
遂
栖
遅
十
年
、
出
爲
河
陽
令
。
負

其
才
而

諺
不
得
志
。
時
尚
書
僕
射
山
濤
、
領
吏
部
。
…

-

(『晋
書
』
巻
五
十
五

「播
岳
伝
」
)

威
寧
初
、
…
…
除
尚
書
僕
射
、
加
侍
中
、
領
吏
部
。

(『晋
書
』
巻
四
十
三

「山
濤
伝
」
)

従

っ
て
、
溜

尼

の
本
詩
の
創
作
時
期
に
つ
い
て
は
、
武
帝
の
威
寧
年
間

の
初

め
頃

(二
七
五
)
と
特
定

で
き
る
で
あ
ろ
う
。
因
み
に
、
本
詩

に

「既
立
宰
三
河
」
と
詠
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
贈
答
相
手

の
溜
岳

は
、
そ

の
当
時
、
三
十
歳
前
後

で
あ

っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

【傅
威

「贈
何
勘

王
濟
詩
」
】

日
月
光
太
清
、
列
宿
曜
紫
微
、

吾
兄
既
鳳
翔
、
王
子
亦
龍
飛
、

捲
手
升
玉
階
、
並
坐
侍
丹
帷
、

斯
榮
非
仮
庶
、
縫
維
情
所
希
、

臨
川
靡
芳
餌
、
何
爲
守
空
抵
、

違
君
能
無
懸
、
尺
素
當
言
蹄
、

進
則
無
云
補
、
退
則
佃
其

私
、

赫
赫
大
晋
朝
、
明
明
關
皇
閾
、

壁
驚
遊
蘭
渚
、
二
離
揚
清
暉
、

金
蟷
綴
恵
文
、
煙
煙
護
令
姿
、

豊
不
企
高
躍
、
麟
趾
遡
難
追
、

槁
葉
待
風
瓢
、
逝
將
與
君
違
、

蹄
身
蓬
華
盧
、
樂
道
以
忘
飢
、

但
願
隆
弘
美
、
王
度
日
清
夷
。

本
詩
は
、
『文
選
』
巻
二
十
五

に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
本
詩

に
は
序

文
が
付
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず

は
そ
の
序
文
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

朗
陵
公
何
敬
祖
、
威

之
從
内
兄
。
國
子
祭
酒
王
武
子
、
威
從
姑

之
外
孫
也
。
並
以
明
徳

見
重
於
世
。
威
親
之
重
之
、
情
猶
同
生
、

義
則
師
友
。
何
公
既
登
侍
中
、
武
子
俄
而
亦
作
。
二
賢
相
得
甚
歓
、

威
亦
慶
之
。
然
自
恨
闇
劣
。
錐
願
其
鑓
絡
、
而
從
之
末
由
。
歴
試

無
敷
、
且
有
家
銀
、
心
存
目
替
。
賦
詩
申
懐
以
胎
之
、
云
爾
。

本
詩
の
創
作
時
期
を
特
定
す
る
手
が
か
り
は
、
こ
の
序
文

の

「國
子
祭

酒
王
武
子
、
…
…
何
公
既
登
侍
中
、
武
子
俄
而
亦
作
。」
と
い
う
記
述

に

求
め
ら
れ
る
。
つ
ま
り
本
詩
は
、
国
子
祭
酒
で
あ

っ
た
王
濟

(字

は
武
子
)

が
、
何
勘

(字
は
敬
祖
)
と
同
じ
く
、
侍
中
に
任
命
さ
れ
た
時
期
の
作

で

あ
る
こ
と
が
、
こ
の
記
述
か
ら
判
断

で
き
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
王
濟
が
国
子
祭
酒
か
ら
侍
中

に
異
動
と
な
っ
た
時
期
は
い
つ
か

と
い
え
ば
、
そ
れ
は
以
下
の
記
述
か
ら
、
武
帝

の
太
康
六
年

(二
八
五
)

頃
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

齊
王
仮
當
之
藩
、
濟
既
陳
請
、
又
累
使
公
主
與
頸
徳
妻
長
廣
公

主
倶
入
、
稽
穎
泣
請
帝
留
改
。
帝
怒
謂
侍
中
王
戎
日
、

「兄
弟
至

親
、
今
出
齊
王
、
自
是
朕
家
事
。
而
頸
徳
、
王
濟
連
遣
婦
來
生
実

人
。」
以
件
旨
、
左
遷
國
子
祭
酒
、
常
侍
如
故
。
敷
年
、
入
爲
侍

中
。
時
渾
爲
僕
射
、
…
…

(『晋
書
』
巻
四
十
二

「王
濟
伝
」
)

(太
康
)
六
年
、
…
…
以
征
南
大
将
軍
王
渾
爲
尚
書
左
僕
射
、

(『晋
書
』
巻
三

「武
帝
紀
」
)

太
康
三
年

(二
八

二
)
、
武
帝

は
斉
王

・
司
馬
仮
に
対
し
て
自
ら
の
藩

国
に
赴
く
よ
う
に
命
じ
た
。
王
濟
は
、
武
帝
に
対
し
て
、
斉
王

・
仮
を
洛

陽
に
留
め
る
よ
う
に
請
願
し
た
が
、
か
え
っ
て
武
帝

の
怒
り
を
買
い
、
侍

中
か
ら
国
子
祭
酒
に
左
遷
さ
れ
た
。
そ
し
て
数
年
後
、
再
び
侍
中
と
な

っ
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た
の
で
あ
る
。
そ

の
時
、
父
の
王
渾
は
僕
射
で
あ

っ
た
と

い
う
。

「武
帝

紀
」
の
記
述

に
よ
れ
ば
、
王
渾

が
尚
書
左
僕
射
に
任
命
さ
れ
た
の
は
太
康

六
年

(二
八
五
)
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

従

っ
て
、
以
上
の
点
か
ら
、
本
詩

の
創
作
時
期
に

つ
い
て
は
、
武
帝

の

太
康
六
年

(
二
八
五
)
頃
と
特
定
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

因

み
に
、
序
文
に

「且
有
家
銀
」
と
あ
る
の
は
、
『晋
書
』
巻

四
十
七

「傅
威
伝
」
に
見
え
る

「出
爲
翼
州
刺
史
、
纏
母
杜
氏
不
肯
随
威
之
官
。
自

ハぐ
り

表
解
職
。
」
と

い
う
記
述
と
対
応

す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

【王
濟

「答
何
勘
詩
」
】

計
終
収
遽
致
、
獲
軌
將
先
起
。

本
詩

は
、
詩
題
か
ら
判
断
し
て
、
王
濟
が
何
勘

の
贈
詩
に
答
え
た
詩
で

あ
ろ
う
。
今

に
伝
わ
る
の
は
、

こ
こ
に
挙
げ
た
二
句

の
み
で
あ
る
。
ま
た

何
勘
が
王
濟

に
贈

っ
た
と
思
わ

れ
る
詩
も
、
今
は
伝
わ
ら
な

い
。

王
濟

と
何
勘
と
は
、
傅
威
の

「贈
何
勘
王
濟
詩
」
の
序

(前
出
)
に
よ

れ
ば
、
互

い
に
姻
戚
関
係

に
あ

り
、
ま
た
武
帝
の
太
康
年
間
に
と
も
に
侍

中

の
職

に
つ
い
て
い
た
。

ま
た
、
詩
中
の

「畿
軌
」
と

い
う
語
に

つ
い
て
、
唐

・
李
善
は
顔
延
之

の

「葬

陵
廟
作
」
に
見
え
る

「獲
軌
喪
夷
易
」
と
い
う
句
に
注
を

つ
け
て
、

「以
車
之
行
、
喩
己
之
仕
也
。

獲
軌
、
弱
冠
也
。
」
と
い
う

(『文
選
』
巻

二
十
三
)
。

つ
ま
り
、
起
家
を
意
味
す
る
と

い
う
の
で
あ
る
。

以
上
、
両
者
の
関
係
お
よ
び
李
善

の
説
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
本
詩

の

創
作
時
期
と
し
て
は
、
武
帝
期
説
が
有
力
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

【傅
威

「贈
郭
泰
機
詩
」
/
郭
泰
機

贈
郭
泰
機
詩

素
締
豊
不
黎
、
寒
女
難
爲
容
、

答
傅
威
詩

轍
傲
白
素
練
、
織
爲
寒
女
衣
、

天
寒
知
運
速
、
況
復
雁
南
飛
、

人
不
取
諸
身
、
世
事
焉
所
希
、

「答
傅
威
」】

貧
寒
猶
手
拙
、

寒
女
錐
妙
巧
、

衣
工
乗
刀
尺
、

況
復
已
朝
餐
、

傅
威

操
仔
安
能
工
。

郭
泰
機

不
得
乗
仔
機
、

棄
我
忽
若
遺
、

易
由
知
我
飢
。

こ
れ
ら
の
詩
は
、
傅
威
と
郭
泰
機
と
の
間
で
や
り
と
り
さ
れ
た
も
の
。

傅
威

の
詩

は
、
こ
こ
に
挙
げ
た
四
句
の
み
が
伝
わ
る
。
た
だ
し
、
序
文
が

残

っ
て
お
り
、
両
者

の
贈
答

の
経
緯
に
つ
い
て
の
説
明
が
見
ら
れ
る
。

河
南
郭
泰
機
、
寒
素
後
門
之
士
。
不
知
余
無
能
爲
益
、
以
詩
見

激
切
可
施
用
之
才
、
而
況
沈
論
不
能
自
抜
於
世
。
余
錐
心
知
之
、

而
未
如
之
何
。
此
屈
非
復
文
群
所
了
。
故
直
戯
以
答
其
詩
云
、

傅
威

の
詩

の
序
文
に
よ
れ
ば
、
寒
門
の
士
の
郭
泰
機
が
自
ら
が
有
用
な

才
能
を
持
ち
な
が
ら
も
、
寒
門
ゆ
え
に
落
ち
ぶ
れ
て
世
に
抜
擢
さ
れ
な

い

こ
と
に
対
す
る
憤
り
を
、
詩
に
よ

っ
て
激
し
く
訴
え
て
き
た
と
い
う
。

傅
威
に
推
挙
を
求
め
て
き
た
郭
泰
機

は
、
都

・
洛
陽
に
近

い
河
南

の
人

で
あ
る
。
よ
っ
て
両
者

の
間
で
の
詩

の
や
り
と
り
は
、
傅
威
が
中
央
官
と

し
て
洛
陽
に
い
た
時
期

の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
傅
威
は
、
武
帝

の
太
康

年
間

(二
八
〇
～
二
八
九
)
の
中
頃
に
、
官
吏
資
格
を
与
え
る
こ
と
を
職

一ZSi一
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務

と
す
る
司
徒
左
長
史
に
就
任
し
て
い
る
。
あ
く
ま
で
も
推
測

の
域
を
出

な
い
が
、
職
務

の
性
質
上
、
郭
泰
機
が
傅
威

に
推
挙
を
求
め
て
詩
を
贈

っ

て
き
た
の
は
、

こ
の
時
期

の
可
能
性
が
高

い
と
判
断
さ
れ
よ
う
。

因
み
に
、
司
徒
左
長
史
で
あ

っ
た
傅
威
は
、
司
徒
の
魏
訂
と
い
う
人
物

と
対
立
し
、
車
騎
司
馬
に
遷
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
序
文
に
い
う

「余

無
能
爲
益
」
は
、
あ
る
い
は
こ
の

一
件
と
関
連
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

〔m
〕
恵
帝
期
の
作
と
判
断
さ
れ
る
も
の

【懸
亨

「贈
四
王
冠
詩
」
】

濟
濟
四
令
弟
、
妙
年
践
二
九
、

人
威
飾
其
容
、
鮮
能
離
塵
垢
、
令
月
惟
吉
日
、
成
服
加
元
首
、

錐
無
兇
胱
爵
、
杯
礁
傳
旨
酒
。

本
詩
は
、
元
服
を
迎
え
た
外
弟

・
王
景
系

の
四
兄
弟
を
祝
う
た
め
に
作

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
序

文
か
ら
、
恵
帝

の
永
平
年
間

(二
九

一
)

の
作
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

永
平
年
四
月
、
外
弟
王
景
系
兄
弟
四
人
並
冠
。
胎
四
王
子
日
、

た
だ
し
、
永
平
と

い
う
年
号

は
、
元
年

(二
九

一
)
三
月
に
元
康
と

い

う
年
号
に
改
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
序
文

に
四
月
と
あ
る
の
は
、
お
そ
ら

く
正
月
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。

当
時
は
数
え
年

に
よ
っ
て
年
齢
が
加
算
さ
れ
て
い
た
。
お
そ
ら
く
当
時

の
習
慣
と
し
て
、
元
服

の
祝

い
も
ま
た
正
月
元
旦
に
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ

う
。
同
じ
く
元
服
を
詠

っ
た
傅

玄

の

「答
程
曉
詩
」
に

「嘉
慶
形
三
朝
」

と

あ

り

、

「三

朝

」

と

は

、

て
よ

い
で

あ

ろ
う

。

正
月
元
旦
を
指
す
こ
と
か
ら
も
、
そ
う
考
え

【溜
尼

「贈
汲
郡
太
守
李
茂
彦
詩
」
】

離
索
何
個
恨
、
後
會
未
可
希
、
河
朔
貴
相
忘
、
岐
路
安
足
悲
。

本
詩

の
詩
題

に
つ
い
て
、
『芸
文
類
聚
』
巻
三
十

一

「人
部
十
五

・
贈

答
」
で
は
、
「贈
汲
郡
太
守
李
茂
彦
」
に
作
る
。

一
方
、
『太
平
御
覧
』
巻

二
五
九

「職
官
部
五
七

・
太
守
」
に
は
、
溜
尼

「贈
二
李
郎
詩
序
」
と
題

す
る
以
下

の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
詩
は
載
せ
て
い
な

い
。

元
康
六
年
、
尚
書
吏
部
郎
汝
南
李
光
彦
遷
汲
郡
太
守
。
都
亭
侯

江
夏
李
茂
曾
遷
平
陽
太
守
。
此
二
子
皆
弱
冠
知
名
、
歴
職
顯
要
。

旬
日
之
間
、
纏
踵
名
郡
。
離
倹
劇
之
勤
、
就
放
暖
之
逸
。
枕
鳴
琴

以
侯
遠
致
。
離
別
之
際
、
各
斐
然
賦
詩
。

詩
題
が

「贈
二
李
郎
」
と
な

っ
て
お
り
、
『芸
文
類
聚
』
と
は
異
な
る

が
、
序
文

の
内
容
か
ら
、
両
者
は
お
そ
ら
く
同

一
の
詩
を
指
す
も
の
と
思

わ
れ
る
。
ま
た
、
『芸
文
類
聚
』
で
は
、
贈
答
相
手
が

「李
茂
彦
」
と
な

っ

て
い
る
が
、
お
そ
ら
く

「李
光
彦
」
と

「李
茂
曾
」
と
を
混
同
し
た
の
で

あ
ろ
う
。

以
上
、
『太
平
御
覧
』

に
見
え
る
序
文

が
本
詩

の
も
の
と
見
て
よ
い
と

す
れ
ば
、
本
詩
の
創
作
時
期
は
恵
帝

の
元
康
六
年

(二
九
六
)
と
特
定
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
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【溜
尼

「贈
長
安
令
劉
正
伯
詩
」
「贈
榮
陽
太
守
呉
子
仲
詩
」

「答
楊
士
安
詩
」
「贈
朧
西
太
守
張
仲
治
詩
」
】

贈
長
安
令
劉
正
伯
詩

遊
鷺
愚
太
虚
、
騰
鱗
託
浮

雷
、

疲
懲
充
時
乏
、
及
余
再
同
僚
、

劉
侯
撫
西
都
、
遭
績
参
豹

喬
、

萬
尋
由
積
寳
、
千
里

一
歩

超
、

贈
漿
陽
太
守
呉
子
仲

詩

大
晋
盛
得
人
、
儲
宮
畜
髪

士
、

垂
覆
豊
他
郷
、
廻
光
臨
桑

梓
、

老
氏
喩
小
鱗
、
曹
参
寄
獄

市
、

答
楊
士
安
詩

逝
將
辮
儲
宮
、
栖
遅
集
南

畿
、

躊
躇
顧
城
閾
、
怨
懸
慕
端

閲
、

娩
彼
褒
崇
過
、
感
此
岐
路

悲
。

贈
瀧
西
太
守
張
仲
治

詩

二
八
由
唐
顯
、
周
以
多
士

隆
、

張
生
抜
幽
華
、
頻
繋
登
二
宮
、

及
子
伽
同
僚
、
贈
言
胎
爾

躬
、

過
蒙
嘉
時
會
、

並
跡
侍
儲
宮
、

徳
厚
化
必
深
、

爾
其
騎
逸
軌
、

呉
侯
降
高
質
、

寮
類
感
岐
路
、

毎
描謂
倣
口巴
牌随
、

假
翼
陵
扶
揺
、

摘
手
登
皇
朝
、

政
明
姦
自
消
、

遠
塗
固
可
要
。

剖
符
授
千
里
、

黎
庶
思
知
恥
、

覆
簑
由
藏
起
。

不
慢
百
里
賎
、
徒
惜
年
志
衰
、

俊
徳
胎
妙
詩
、
敷
藻
獲
清
徽
、

撃
鑑
感
紹
運
、

未
幾
振
朱
錦
、

威
刑
有
時
用
、

理
劇
磨
翔
風
、

剖
符
撫
西
戎
、

唯
徳
可
令
終
。

以
上

の
四
詩

の
創
作
時
期
を
特
定
す
る
手
が
か
り
は
、
詩
中

に
見
え
る

「儲
宮
」
も
し
く
は

「
二
宮
」
と

い
う
語
で
あ
る
。

「儲
宮
」
と
は
皇
太
子

の
意
。

「
二
宮
」
は
天
子
と
皇
太

子
を
指
し
て
い
う
。

溜
尼
は
、
恵
帝

の
元
康
元
年

(二
九

一
)
に
太
子
舎
人
の
職
に
つ
い
て

い
る
。
『晋
書
』
巻
五
十
五

「溜
尼
伝
」
に
以
下

の
よ
う
に
い
う
。

元
康
初
、
拝
太
子
舎
人
、
上
繹
葵
頒
。
其
僻
日
、
「元
康
元
年

冬
十
二
月
、
上
以
皇
太
子
富
於
春
秋
、
…
」
…
出
爲
宛
令
。
・

よ
っ
て
以
上
の
四
詩

は
、
播
尼
が
太
子
舎
人
で
あ

っ
た
時
期
、
す
な
わ

ち
恵
帝

の
元
康
元
年

(二
九

一
)
か
ら
宛
令
と
な
る
ま
で
の
数
年
間
に
作

ら
れ
た
も
の
で
、
新
し
い
職
場

へ
遷
る
同
僚
に
贈
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
が
確
認

で
き
よ
う
。

【潜
尼

「贈
侍
御
史
王
元
既
詩
」
】

毘
山
積
瑳
玉
、
廣
厘
構
衆
材
、

膏
蘭
敦
爲
消
、
濟
治
由
賢
能
、

蟻
屈
固
小
往
、
龍
翔
逼
大
來
、

游
鱗
葦
籔
沼
、
撫
翼
希
天
階
、

王
侯
厭
崇
禮
、
週
　
清
憲
垂
、

協
心
砒
聖
世
、
畢
力
讃
康
哉
。

本
詩
は
、
『文
選
』
巻
二
十
四
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
張
銑
は

「王

侯
厭
崇
禮
、
廻
　
清
憲
毫
」

の
二
句

に
注
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
い
う
。

王
侯
謂
既
也
。
崇
禮
門
名
。
王
前
爲
尚
書
郎
。
朝
奏
皆
在
此
門
。

言
今
厭
之
廻
　
、
清
粛
憲
毫
。
憲
壷
即
御
史
署
。

つ
ま
り
本
詩
は
、
尚
書
郎
か
ら
侍
御
史
に
遷
る
こ
と
に
な

っ
た
王
元
既

に
贈

っ
た
も
の
で
あ
る
と

い
う
。

恵
帝
の
元
康
元
年

(二
九

一
)
に
太
子
舎
人
を
拝
命
し
た
溜
尼
は
、
い
っ

た
ん
宛
県
の
令
と
し
て
地
方
に
出
た
が
、
再
び
中
央
に
も
ど
さ
れ
尚
書
郎

を
拝
命
す
る
。
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元
康
初
、
拝
太
子
舎
人
、
…
…
出
爲
宛
令
、
…
…
入
補
尚
書
郎
、

俄
轄
著
作
郎
。
…
…
聞
齊
王
問
起
義
、
乃
赴
許
昌
。
-

(『晋
書
』
巻
五
十
五

「溜
尼
伝
」)

も
し
か
り
に
、
張
銑
の
注
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
本
詩
は
播
尼
が
尚
書

郎
で
あ

っ
た
時
期
、
す
な
わ
ち
恵
帝

の
元
康
年
間
の
作
と

い
う
こ
と
に
な

る
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
尚
書
郎
か
ら
侍
御
史

に
遷
る
同
時
期
の
例
と
し
て
、
陸
雲

の
例

が
見
ら
れ
、
張
銑
説

の
有
力
な
傍
証
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

入
爲
尚
書
郎
、
侍
御
史
、
太
子
中
舎
人
、
中
書
侍
郎
。

(『晋
書
』
巻
五
十

四

「陸
雲
伝
」)

【何
勘

「贈
張
華
詩
」
/
張
華

「答
何
勘
詩
三
首
二

贈
張
華
詩

四
時
更
代
謝
、
懸
象
迭
巻
箭
、
暮
春
忽
復
來
、

傭
臨
清
泉
涌
、
仰
観
嘉
木

敷
、
周
旋
我
随
圃
、

既
貴
不
忘
倹
、
庭
有
能
存
無
、
鎮
俗
在
簡
約
、

在
昔
同
班
司
、
今
者
並
園
櫨
、
私
願
楷
黄
髪
、

畢
爵
茂
陰
下
、
捲
手
共
躊
躇
、
異
用
遺
形
骸
、

答
何
勘
詩
三
首

・
其

一

吏
道
何
其
迫
、
署
然
坐
自
拘
、
縷
繧
爲
徽
縄
、

悟
暖
苦
不
足
、
煩
促
毎
有
鯨
、
良
朋
胎
新
詩
、

穆
如
濯
清
風
、
喚
若
春
華

敷
、
自
昔
同
寮
案
、

衰
疾
近
辱
殆
、
庶
幾
並
懸

輿
、
散
髪
重
陰
下
、

何
勘

和
風
與
節
倶
、

西
謄
廣
武
盧
、

樹
塞
焉
足
墓
、

迫
遥
綜
琴
書
、

忘
笙
在
得
魚
。

張
華

文
憲
焉
可
喩
、

示
我
以
游
娯
、

於
今
比
園
盧
、

抱
杖
臨
清
渠
、

厨
耳
聴
鷺
鳴
、
流
目
翫
憔
魚
、
從
容
養
鯨
日
、
取
樂
於
桑
楡
。

前
者

は
何
勘
が
張
華
に
贈

っ
た
詩
で
あ
り
、
後
者
は
張
華
が
何
勘

の
贈

詩
に
答
え
た
詩

で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
詩
の
創
作
時
期
を
特
定
す
る
手
が
か

り
は
、
何
勘

の
詩

に
見
え
る

「在
昔
同
班
司
」
と
い
う
句
と
、
張
華

の
詩

に
見
え
る

「自
昔
同
寮
案
」
と
い
う
句
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
句
か
ら
、
何

勘
と
張
華
と
は
以
前
に
職
場
の
同
僚
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

彼
ら
二
人
が
同
じ
職
場
に
配
属
さ
れ
た
の
は
、
恵
帝
が
即
位
し
て
ま
も

な
く
、
何
勘
が
太
子
太
師
と
し
て
、
張
華
が
太
子
少
傅
と
し
て
、
と
も
に

患
懐
太
子

(司
馬
遙
)

の
東
宮
に
仕
え
る
こ
と
に
な

っ
た
永
煕
元
年

(二

九
〇
)
を
お
い
て
、
ほ
か
に
は
認
め
ら
れ
な
い
。
そ
し
て
詩

に
は
、
そ
れ

が
昔

(
「在
昔
」

「自
昔
」
)
の
こ
と
と
し
て
詠
わ
れ
て
い
る
。

従

っ
て
、

こ
れ
ら
の
詩
が
恵
帝
即
位
以
降
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
元
康
年
間

(二
九

一
～
二
九
九
)
に
作

ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

【張
華

「贈
摯
仲
治
詩
」
】

君
子
有
逸
志
、
棲
遅
於

一
丘
、

悟
淡
養
玄
虚
、
沈
精
研
聖
猷
。

本

詩

は

、

る

よ

う

に
、

さ

れ

る

。

仰
蔭
高
林
茂
、
術
臨
湶
水
流
、

張
華

が
摯
虞
に
贈

っ
た
詩
。
冒
頭
に

「君
子
有
逸
志
」
と
あ

退
隠

の
願
望
を
詠
う
。
よ
っ
て
、
張
華

の
晩
年
の
作
と
推
測

一278一
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張
華
と
摯
虞
と
の
接
点
に
つ
い
て
は
、
『晋
書
』
巻
三
十
六

「張
華
伝
」

に
、
以
下

の
記
述
が
見
ら
れ
る
。

雅
愛
書
籍
、
身
死
之
日
、
家
無
鯨
財
。
惟
有
文
史
、
溢
干
机
筐
。

嘗
徒
居
、
載
書
三
十
乗
。
秘
書
監
摯
虞
撰
定
官
書
、
皆
資
華
之
本

以
取
正
焉
。

『博
物
誌
』

の
著
者
と
し
て
も
知
ら
れ
る
張
華
は
、
蔵
書

の
多

い
こ
と

で
も
当
時
か
ら
有
名

で
あ

っ
た
。
そ
こ
で
当
時
、
秘
書
監
で
あ
っ
た
摯
虞

も
ま
た
、
官
書
を
選
定
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
張
華
の
蔵
書
に
依
拠

し
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

摯
虞

が
秘
書
監
に
配
属
さ
れ
た
時
期
は
、
以
下

の
記
述
か
ら
、
恵
帝
の

元
康
年
間

(二
九

一
～
二
九
九
)

の
末
頃
の
こ
と
と
判
断
さ
れ
る
。

太
康
初
、
尚
書
僕
射
朱
整
奏
付
尚
書
郎
摯
虞
討
論
之
。
…
…
虞

討
論
新
禮
詑
、
以
元
康
元
年
上
之
。(『晋
書
』
巻
十
九

「礼

・
上
」
)

元
康
中
、
遷
呉
王
友
。
…
…
後
歴
秘
書
監
、
衛
尉
卿
。

(『晋
書
』
巻
五
十

一

「摯
虞
伝
」
)

武
帝

の
太
康
年
間

の
初
め
頃

か
ら
、
恵
帝
の
元
康
年
間
の
初
め
頃

に
か

け
て
、
尚
書
郎
で
あ

っ
た
摯
虞

は
、
元
康
年
間

の
中
頃
に
呉
王
友

に
遷
り
、

さ
ら
に
そ
の
後
、
秘
書
監

に
配
属
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

元
康
九
年

(二
九
九
)、
質
皇
后

の

一
党
に
よ
り
患
懐
太
子

(司
馬
遍
)

が
殺
害

さ
れ
る
。
そ
れ
に
対
抗

し
て
、
趙
王

・
司
馬
倫
が
ク
ー
デ
タ
ー
を

起
こ
し
、
質
皇
后

の

一
党
を
殺
害
し
、
自
ら
が
輔
政

の
任
に
つ
く
。
し
か

し
そ
れ
が
諸
王

の
反
発
を
招
き
、

い
わ
ゆ
る
八
王
の
乱

へ
と
発
展
す
る
。

元
康
年
間
に
侍
中

・
中
書
監

・
司
空
を
歴
任
し
、
輔
政

の
任
を
努
め
た
張

華
も
ま
た
、
結
局
は
そ
の
巻
き
添
え
に
あ
い
、
永
康
元
年

(>>10
0
)
に

命
を
落
と
す

こ
と
に
な
る
。

本
詩
は
お
そ
ら
く
、
元
康
年
間

の
末
に
こ
の
よ
う
な
政
情
不
安
に
遭
遇

し
た
晩
年

の
張
華

の
偽
ら
ざ
る
心
情
を
述
べ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

【曹
嘉

「贈
石
崇
詩
」
/
石
崇

贈
石
崇
詩

文
武
磨
時
用
、
兼
才
在
明
哲
、

入
侍
於
皇
闊
、
出
則
登
九
列
、

疇
昔
謬
同
位
、
情
至
過
魯
衛
、

願
子
堕
斯
誠
、
寒
暑
不
喩
契
。

答
曹
嘉
詩

昔
常
接
羽
儀
、
倶
遊
青
雲
中
、

同
聲
無
異
響
、
故
使
恩
愛
隆
、

孔
不
晒
九
夷
、
老
氏
適
西
戎
、

世
事
非
所
務
、
周
公
不
足
夢
、

「答
曹
嘉
詩
」
】

嵯
嵯
我
石
生
、

威
検
粛
青
徐
、

分
離
喩
十
載
、

曹
嘉

爲
國
之
俊
傑
、

風
獲
宣
呉
喬
、

思
遠
心
増
結
、

石
崇

敦
道
訓
冑
子
、
儒
化
漢
以
融
、

豊
惟
敦
初
好
、
歎
分
在
令
終
、

遣
遥
槍
海
隅
、
可
以
保
王
躬
、

玄
寂
蛎
神
王
、
是
以
守
至
沖
。

前
者
は
、
曹
嘉
が
石
崇
に
贈

っ
た
詩
。
後
者
は
、
そ
れ
に
答
え
た
石
崇

の
詩
。
こ
れ
ら
の
詩
が
作
ら
れ
た
経
緯

に
つ
い
て
、
『
三
国
志
・魏
書
』
巻

二
十

「曹
彪
伝
」
所
引
の
斐
松
之
の
注

に
以
下

の
よ
う
に
い
う
。

嘉
入
脅
、
封
高
邑
公
。
元
康
中
與
石
崇
倶
爲
國
子
博
士
。
嘉
後

一277一
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爲
東
莞
太
守
、
崇
爲
征
虜
將
軍
、
監
青
徐
軍
事
、
屯
於
下
郁
。
嘉

以
詩
遺
崇
日
、
「文
武
…

…
」。
崇
答
日
、
「昔
常
…
…
」
。

こ
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
詩
は
、
恵
帝

の
元
康
年
間
に
と
も
に

国
子
博
士
で
あ

っ
た
曹
嘉
と
石
崇
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
東
莞
太
守
と
征
虜
将

軍

・
監
青
徐
軍
事

に
転
属
に
な
る
に
あ
た
り
、
互

い
に
贈
り
合

っ
た
も

の

で
あ
る
と
い
う
。
曹
嘉

の
詩
に
も

「威
検
粛
青
徐
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

石
崇
が
征
虜
将
軍

・
監
青
徐
軍
事

に
配
属
さ
れ
た
時

の
も

の
で
あ
る
こ
と

は
確
か
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
石
崇

が
征
虜
将
軍
な
ど
に
配
属
さ
れ
た
の
は
い
つ
か
。
『世
説

新
語
』
品
藻
第
九

の
劉
孝
標

の
注
に
引
く
、
石
崇
の

「金
谷
詩
叙
」
に
よ

れ
ば
、
そ
れ
は
元
康
六
年

(二
九
六
)

の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。

余
以
元
康
六
年
、
從
太
僕
卿
、
出
爲
使
持
節
、
監
青
徐
諸
軍
事
、

征
虜
將
軍
。
有
別
盧
在

河
南
縣
界
金
谷
澗
、
…
…

だ
と
す
れ
ば
、

こ
れ
ら
の
詩

の
創
作
時
期
と
し
て
は
、
恵
帝
の
元
康
六

年

(二
九
六
)
と
特
定
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

【石
崇

「贈
欧
陽
建
」
】

文
藻
讐
春
華
、
談
話
如
芳
蘭
。

塞
違
、
偉
拝
東
蕃
、
在
徐
之
方
」
と
詠
わ
れ
て
お
り
、
石
崇
が
監
青
徐
諸

軍
事
に
配
属
さ
れ
て
い
た
時
期
、
す
な
わ
ち
元
康
六
年

(二
九
六
)
頃

の

作
と
特
定
で
き
る
。
よ
っ
て
、
本
詩

の
創
作
時
期
も
ま
た
、
恵
帝

の
元
康

六
年
頃
が
最
も
有
力
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

【曹
捻

「贈
石
荊
州
詩
」
】

轄
輌
石
行
難
、
窃
雍
山
道
深
。

本
詩
は
、
曹
濾
が
石
崇
に
贈

っ
た
詩
。
今
に
伝
わ
る
の
は
、

こ
こ
に
挙

げ
た
二
句

の
み
で
あ
る
。
本
詩

の
創
作
時
期
は
、
詩
題
か
ら
、
石
崇
が
荊

州
刺
史

で
あ

っ
た
時
期

の
も

の
と
分
か
る
。
石
崇
が
荊
州
刺
史

に
配
属
さ

れ
た
の
は
、
『晋
書
』
巻
三
十
三

「石
崇
伝
」
の
以
下
の
記
述
か
ら
、
元

康
年
間
の
初
め
か
ら
中
頃
に
か
け
て
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

元
康
初
、
楊
駿
輔
政
、
…
:
ぺ出
南
中
郎
將
、
剃
州
刺
史
、
領
南

攣
校
尉
、
加
鷹
揚
將
軍
。
…
…
頃
之
、
拝
太
僕
、
出
征
虜
將
軍
、

假
節
、
監
徐
州
諸
軍
事
、
鎭
下
郵
。

よ

っ
て
、
本
詩

の
創
作
時
期
も
ま
た
、
恵
帝
の
元
康
年
間
の
前
半
期
と

特
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
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石
崇
が
甥

の
欧
陽
建

に
贈

っ
た
詩
。
但
し
、
今
に
伝
わ
る
の
は
、

こ
こ

に
挙
げ
た
二
句
の
み
で
あ
る
。

欧
陽
建
に
も
石
崇

に
贈

っ
た
四
言

の
贈
答
詩
が
あ
り
、
お
そ
ら
く
本
詩

と
同
時
期

の
も

の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
そ
こ
は
、
「於
礫
我
舅
、
明
徳

【曹
濾

「贈
石
崇
詩
」
】

滑
泪
谷
中
泉
、
欝
欝
巖
下
林
、

野
次
何
索
真
、
薄
暮
愁
人
心
、

臨
肴
忘
肉
味
、
封
酒
不
能
斜
、
泄
泄
璽
謬
飛
、
咬
咬
春
鳥
吟
、

三
軍
望
衡
蓋
、
歎
息
有
蝕
音
、

人
言
重
別
離
、
斯
情
敷
於
今
。
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本
詩

は
、
曹
濾
が
石
崇

に
贈

っ
た
詩
。
お
そ
ら
く
石
崇
が
監
青
徐
州
諸

軍
事
で
あ

っ
た
時
期
に
、
河
陽

の
金
谷
に
あ
る
石
崇
の
別
荘
に
て
作
ら
れ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
冒
頭

に
、

「滑
滑
谷
中
泉
、
欝
欝
巖
下
林
」
と
あ
る

の
は
、
お
そ
ら
く
金
谷

の
別
荘

の
風
景
を
詠

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
石
崇

の

「金
谷
詩
叙
」
(『世
説
新
語
』
品
藻
第
九
、
劉
孝
標
注
)
に
、
以
下

の

よ
う
に
い
う
。

余
以
元
康
六
年
、
從
太
僕
卿
出
爲
使
持
節
、
監
青
徐
諸
軍
事
、

征
虜
將
軍
。
有
別
猛
在

河
南
縣
界
金
谷
澗
中
、
或
高
或
下
、
有
清

泉
茂
林
、
…
…

ま
た
、
詩

の
中
に
見
え
る

「野
次
」

「三
軍
」
と
い
う
語

は
、
石
崇

の

監
青
徐
諸
軍
事
の
官
職
と
大

い
に
関
連
が
認
め
ら
れ
よ
う
。

さ
ら
に
、
曹
濾
は
元
康
年
間

の
中
頃
か
ら
末
頃

に
か
け
て
、
洛
陽
令
で

あ

っ
た
こ
と
が
、
以
下

の
記
述

か
ら
確
認
で
き
る
。

入
爲
尚
書
郎
、
轄
洛

陽
令
、
…
…
以
病
去
官
。
復
爲
洛
陽
令
。

及
齊
王
問
輔
政
、
捲
與
左
思
倶
爲
記
室
督
。

(『晋
書
』
巻
九
十

「曹
濾
伝
」
)

及
太
子
屡
、
…
…

(質
)
諸
語
洛
陽
令
曹
濾
、
…
…

(『晋
書
』
巻
五
十
六

「江
統
伝
」
)

と
す
れ
ば
、
そ
の
勤
務
地
は
石
崇

の
別
荘

の
あ
る
金
谷
澗
か
ら
も
、
距
離

的

に
近

い
。

よ

っ
て
、
以
上

の
点
を
総
合

す
れ
ば
、
本
詩

の
創
作
時
期
と
し
て
は
、

や
は
り
恵
帝

の
元
康
年
間

(二
九

一
～
二
九
九
)

の
中
頃
か
ら
末
頃
に
か

け
て
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

【石
崇

「贈
裏
膜
詩
」
/
裏
膜

「贈
石
季
倫
詩
」】

贈
齋
膜
詩

久
官
無
成
績
、
棲
遅
於
徐
方
、
寂
寂
守
空
城
、

悔
㈲
二
三
賢
、
身
遠
屈
龍
光
、
擶
手
折
洒
間
、

文
藻
讐
春
華
、
談
話
猶
蘭
芳
、
消
憂
以
膓
醗
、

博
奔
逞
妙
思
、
弓
矢
威
邊
彊
。

贈
石
季
倫
詩

深
蒙
君
子
春
、
雅
顧
出
璽
俗
、
受
寳
取
諸
懐
、

凡
我
二
三
子
、
執
手
摘
玉
腕
、
嘉
言
從
所
好
、

望
風
整
輕
醐
、
因
虚
墾
讐
翰
、
朝
遊
清
渠
側
、

石
崇

悠
悠
思
故
郷
、

遂
登
舞
雰
堂
、

娯
耳
以
名
娼
、

薬
膜

所
贈
非
珠
玉
、

企
予
結
雲
漢
、

日
夕
登
高
館
。

前
者
は
、
石
崇
が
喪
膜
に
贈

っ
た
詩
。
後
者

は
、
寮
膜
が
石
崇
に
贈

っ

た
詩
で
あ
る
。

石
崇

の
詩
に
、
「久
官
無
成
績
、
棲
遅
於
徐
方
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
石

崇
の
詩
は
、
彼
が
監
青
徐
諸
軍
事
で
あ

っ
た
頃

の
作
で
あ
る
こ
と
が
分
か

る
。一
方
、
嘉
膜
の
詩
に

「凡
我
二
三
子
、
執
手
擶
玉
腕
」
と
あ
り
、
石
崇

の
詩
の

「悔
何
二
三
賢
、
…
…
、
摘
手
折
洒
間
、
…
…
」
と
内
容
面
に
お

い
て
対
応
関
係
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
喪
膜
に
は
ほ
か
に

「答
石
崇
詩
」

と
い
う
四
言

の
贈
答
詩
が
あ
る
。
そ
こ
に
は

「我
舅
敷
命
、
干
彼
徐
方
」

と
詠
わ
れ
て
お
り
、

こ
ち
ら
は
明
ら
か
に
石
崇

の
詩
と
同
時
期

の
作

で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
石
崇
の
詩
と
内
容
面
で
の
対
応
関
係
が
見
ら
れ
る
こ

と
、
及
び
石
崇
の
詩
と
同
時
期
に
作
ら
れ
た
石
崇

へ
の
返
答
詩
が
ほ
か
に
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も
あ
る

こ
と
な
ど
か
ら
判
断
し

て
、
石
崇
の

「贈
廉
膜
詩
」
と
裏
膜

の

「贈
石
季
倫
詩
」
と
は
同
時
期
の
作
と
見

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
、

こ
れ

ら
二
つ
の
詩

は
、
い
ず

れ
も
石
崇
が
監
青
徐
諸
軍
事

で

あ

っ
た
時
期
、
す
な
わ
ち
恵
帝

の
元
康
六
年

(二
九
六
)
頃
の
作
と
特
定

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

【秦
膜

「贈
石
崇
詩
」】

翁
如
翔
雲
會
、
忽
若
驚
風
散
、
分
給
懐
離
析
、
封
樂
増
累
歎
。

本
詩
は
、
裏
膜
が
石
崇
に
贈

っ
た
詩
。
今
に
伝
わ
る
の
は
、

こ
こ
に
挙

げ
た
四
句

の
み
で
あ
る
た
め
、
本
詩
そ
れ
自
体
か
ら
、
創
作
時
期
を
特
定

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
し

か
し
、
前
に
取
り
上
げ
た
石
崇

の

「贈
棄

膜
詩
」
、
廉
膜
の

「贈
石
季
倫
詩

」
「答
石
崇
詩
」
な
ど
と

い
っ
た
詩

の
存

在
か
ら
、
本
詩

に
つ
い
て
も
、
以
上

の
三
詩
と
同
時
期
の
も
の
、
す
な
わ

ち
恵
帝

の
元
康
六
年

(二
九
六
)
頃

の
作
と
見

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

〔揮
)
創
作
時
期
の
判
断
が
困
難
な
も
の

【稽
紹

「贈
石
季
倫
」】

人
生
票
五
常
、
中
和
爲
至
徳
、

仁
者
安
其
身
、
不
爲
外
物

惑
、

内
以
損
性
命
、
煩
僻
傷
軌

則
、

陽
堅
敗
楚
軍
、
長
夜
傾
宗

國
、

嗜
欲
錐
不
同
、
伐
生
所
不
識
、

事
故
誠
多
端
、
未
若
酒
之
賊
、

屡
飲
致
疲
怠
、
清
和
自
否
塞
、

詩
書
著
明
戒
、
量
膿
節
飲
食
、

遠
希
彰
聰
壽
、
虚
心
庭
沖
黙
、
茄
芝
味
醗
泉
、
何
爲
昏
酒
色
。

本
詩
は
、
稜
紹
が
石
崇
に
贈

っ
た
詩
。
稽
紹
と
石
崇
と
の
接
点
に
つ
い

て
は
、
『晋
書
』
巻
八
十
九

「稀
紹
伝
」
に
以
下

の
よ
う
に
い
う
。

拝
徐
州
刺
史
。
時
石
崇
爲
都
督
、
性
錐
驕
暴
而
紹
將
之
以
道
、

崇
甚
親
敬
之
。
…
…
元
康
元
年
、
爲
給
事
黄
門
侍
郎
。

当
時
、
徐
州
刺
史
で
あ

っ
た
稜
紹
が
、
都
督
の
石
崇

に
対
し
て
、
そ
の

「驕
暴
」
な
性
質
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
道
を
も

っ
て
仕
え
た
た
め
、
石
崇

も
ま
た
稜
紹
に
対
し
て
は
親
敬
の
情
を
抱
き
、

一
目
を
置
い
た
と

い
う
。

本
詩

の
創
作
時
期
に
つ
い
て
は
、

こ
の
時
期
、
す
な
わ
ち
稜
紹
が
徐
州

刺
史

で
、
石
崇
が
徐
州
都
督

で
あ

っ
た
時
期
の
可
能
性
が
高

い
と
思
わ
れ

る
が
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
証
拠
が
ほ
か
に
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
か
り
に

こ
の
時
期

の
作
だ
と
仮
定
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
い
っ
た

い
い
つ
の
こ

と
か
を
特
定
す
る
に
当
た

っ
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
問
題
が
生
じ
る
。

ま
ず
は
、
稽
紹
が
徐
州
刺
史
で
あ
っ
た
時
期
に

つ
い
て
。
『晋
書
』

「稀

紹
伝
」

の
記
述
に
素
直
に
従
え
ば
、
そ
れ
は
稽
紹
が

「元
康
年
間

の
初

め

に
給
事
黄
門
侍
郎
と
為
る
」
以
前

の
こ
と
、
す
な
わ
ち
武
帝

の
太
康
年
間

の
こ
と
と

い
う

こ
と
に
な

る
。
ま
た
、
『晋
書
』
巻
五
十
二

「華
諌
伝
」

に
、

「太
康
中
、
刺
史
穂
紹
墾
諦
秀
才
」
と
あ
り
、
こ
こ
に
見
え
る

「刺

史
」
が

「徐
州
刺
史
」

の
こ
と
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
や
は
り
太
康
年
間
の

こ
と
と
な
る
。

一
方
、
石
崇
が
徐
州
都
督

で
あ

っ
た
時
期
は
い
つ
か
。
ま
ず

「都
督
」

と

い
う
官
職
に
つ
い
て
、
『晋
書
』
巻

二
十

四

「職
官
志
」
に
以
下

の
よ
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う

に

い

う

。魏
文
帝
黄
初
三
年
、
始
置
都
督
諸
州
軍
事
、
或
領
刺
史
。
…
…

及
脅
受
輝
、
都
督
諸
軍

爲
上
、
監
諸
軍
次
之
、
督
諸
軍
爲
下
。
使

持
節
爲
上
、
持
節
次
之

、
假
節
爲
下
。

ま
た
、
『晋
書
』
巻
三
十
三

「石
崇
伝
」
に
以
下
の
よ
う
に
い
う
。

元
康
初
、
…
…
荊
州

刺
史
。
…
…
頃
之
、
拝
太
僕
、
出
爲
征
虜

將
軍
、
假
節
監
徐
州
諸

軍
事
、
鎭
下
郵
。
…
…
至
鎭
、
與
徐
州
刺

史
高
誕
争
酒
相
侮
、
爲

軍
司
所
奏
、
免
官
。

「都
督
諸
軍
」
と

「監
諸
軍
」

の
違

い
が
あ
る
も
の
の
、
石
崇

が
徐
州

の
諸
軍
事
と
な
っ
た
事
実
は
、

こ
の
時
期
以
外
に
は
確
認

で
き
な
い
。
石

崇
が
徐
州
諸
軍
事

で
あ

っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
「稽
紹
伝
」
の
記
述
と

「石

崇
伝
」
の
記
述
と
が
同

一
の
事

実
を
指
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
恵

帝

の
元
康
年
間
、
さ
ら
に
石
崇

の

「金
谷
詩
叙
」
(前
出
)
に
よ
れ
ば
、
元

康
六
年

(二
九
六
)
頃
の
こ
と
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
こ
の
時

の
徐
州
刺
史

は
、

「石
崇
伝
」

の
記
述

で
は
、
「高
誕
」
と
い
う
人
物

と

な
っ
て
い
る
。

『晋
書
』

に
は
記
載
さ
れ
て

い
な
い
が
、
石
崇
が
太
康
年
間
に
も
徐
州

の
諸
軍
事
に
な

っ
て
い
た
と
考

え
る
か
、
あ
る
い
は
逆
に
、
稽
紹
が
元
康

年
間
に
も
再
び
徐
州
刺
史
に
配

属
さ
れ
た
と
考
え
る
か
。
そ
れ
以
外
に
彼

ら
二
人

の
徐
州

で
の
接
点
を
特
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
あ
ろ
う
。
よ
っ

て
、
か
り
に
本
詩

の
創
作
時
期

を
彼
ら
二
人
の
徐
州
で
の
接
点

の
時
期
と

仮
定
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
武
帝
期

の
作
か
恵
帝
期
の
作
か
を
判
断
す

る
こ
と
は
、
現
時
点
で
は
難
し

い
と

い
え
よ
う
。

【夏
侯
沖

「答
播
岳
詩
」
】

相
思
限
清
防
、
企
停
誰
與
言
。

本
詩
は
、
詩
題
か
ら
判
断
し
て
、
夏
侯
沖
が
溜
岳
の
贈
詩

に
答

え
た
詩

で
あ
ろ
う
。
今
に
伝
わ
る
の
は
、

こ
こ
に
挙
げ
た
二
句
の
み
で
あ
る
。

夏
侯
沖
と
い
う
人
物
に

つ
い
て
は
、
『晋
書
』
に
伝
が
な
く
、
不
詳
。
ま

た
溜
岳
が
彼
に
贈

っ
た
と
思
わ
れ
る
贈
詩
も
伝
わ
ら
な

い
。
よ

っ
て
、
創

作
時
期
に
つ
い
て
も
不
明
。

【播
尼

「贈
劉
佐
詩
」】

要
言
將
誰
苦
、
柳
以
胎
友
生
、
念
我
二
三
賢
、
規
我
無
隠
情
。

播
尼
が
劉
佐
と
い
う
人
物
に
贈

っ
た
詩
。
劉
佐
に

つ
い
て
は
、
『晋
書
』

に
伝
が
な
く
、
事
跡
は
不
詳
。
あ
る
い
は
職
場
の
同
僚

で
あ
ろ
う
か
。

本
詩
の
創
作
時
期
に
つ
い
て
も
、
詳
し
い
こ
と
は
不
明
。
溜
尼
は
、
恵

帝

の
元
康
元
年

(
二
九

一
)
に
太
子
舎
人
と
な

っ
て
以
降
、
五
言
の
贈
答

詩
を
量
産
し
て
い
る
。
よ

っ
て
、
本
詩
に

つ
い
て
も
元
康
年
間
の
作
で
あ

る
可
能
性
が
高

い
と
思
わ
れ
る
が
、
確
証
は
な
い
。

【張
載

「贈
覆
子
瑛
詩
」
】

輪
車
運
在
輪
、
飛
骨
須
六
嗣
。

張
載
が
棄
子
談
と
い
う
人
物
に
贈

っ
た
詩
。
今
に
伝
わ
る
の
は
、
こ

こ
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に
挙
げ
た
二
句

の
み
で
あ
る
。
廃
子
談
に

つ
い
て
は
、
『晋
書
』
に
伝
が

な
く
、
詳
し
い
事
跡

は
不
明
。
本
詩

の
創
作
時
期
も
ま
た
、
こ
れ
以
上
の

手
が
か
り
が
な
く
、
分
か
ら
な

い
。

贈

っ
た
五
言

の
贈
答
詩
が
あ
る
。
潜
尼
や
陸
機

の
例
か
ら
、
本
詩
も
あ
る

い
は
張
載
が
太
子
中
舎
人
で
あ

っ
た
時
期

の
作

で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら

れ
る
が
、
確
た
る
証
拠
は
な
い
。

西晋 「五言贈答詩」創作時期考

【張
載

「贈
虞
顯
度
詩
」
】

疇
昔
協
蘭
芳
、
縫
絡
在
年
華
、

謂
得
終
遽
日
、
綱
　
永
周
旋
、

偉
我
失
良
朋
、
誰
與
吐
話
言
、

離
居

一
何
闊
、
結
思
如
廻
川
。

嘉
好
結
平
素
、
分
著
寮
友
前
、

吾
子
遭
不
造
、
逡
閲
丁
憂
銀
、

一
日
爲
三
秋
、
歳
況
乃
三
年
、

張
載
が
虞
顯
度

と
い
う
人
物

に
贈

っ
た
詩

で
あ
る
。
虞
顯
度
に

つ
い
て

は
、
『晋
書
』

に
伝
が
な
く
、
詳
し
い
事
跡
は
不
明
。
詩
の
中

に

「寮
友
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
職
場
の
同
僚

で
あ
ろ
う
。
張
載

の
職
歴
を
、

『晋
書
』
巻
五
十

五

「張
載
伝

」
の
記
述
を
も
と
に
確
認
す
る
と
、
以
下

の
通
り

で
あ
る
。

起
家
佐
著
作
郎
、
出
補
肥
郷
令
。
復
爲
著
作
郎
、
轄
太
子
中
舎

人
。
遷
樂
安
相
、
弘
農
太
守
。
長
沙
王
又
請
爲
記
室
督
。
拝
中
書

侍
郎
、
復
領
著
作
。

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
張
載
も
ま
た
太
子
中
舎
人
と
し
て
、
敗
心懐

太
子

(司
馬
遍
)

の
東
宮

に
仕

え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
前

に
見
た
播
尼
は
、
太
子
舎
人
と

し
て
敗
心懐
太
子
の
東
宮

に
仕
え
て
い
た
時

期
に
、
五
言
の
贈
答
詩
を
四
首
作

っ
て
い
る
。
ま
た
陸
機
に
も
、
太
子
洗

馬
と
し
て
患
懐
太
子
の
東
宮

に
仕
え
て
い
た
時
期
に
、
同
僚

の
凋
文
照
に

以
上
、
西
晋

の

「五
言
贈
答
詩
」
の
創
作
時
期
に
つ
い
て
、
時
期
ご
と

に
四

つ
に
分
類
し
て
確
か
め
て
み
た
。
そ
の
結
果
を
時
期
ご
と
に
作
品
数

に
よ

っ
て
示
す
と
以
下
の
通
り
と
な
る
。

(
　

)

C
　

　

(
　

)

〔
V　
.
〕

X

魏
末
の
作
と
判
断
さ
れ
る
も
の

3
例

西
晋

・
武
帝
期
の
作
と
判
断
さ
れ
る
も
の

5
例

西
晋

・
恵
帝
期

の
作
と
判
断
さ
れ
る
も
の

18

(30
)
例

創
作
時
期

の
判
断
が
困
難

で
あ
る
も
の

5
例

(

)
内
の
数
字

は
、
陸
機

・
陸
運
の

「五
言
贈
答
詩
」
の
中

で
入
洛
以
後
の
作
と
判
断
さ
れ
る
詩
を
含
め
た
も
の
。

も
ち
ろ
ん
こ
こ
に
挙
げ
た
数
字
に
は
、
多
少
の
誤
差
が
見
ら
れ
る
か
も

し
れ
な

い
。
し
か
し
そ
れ
は
、
本
稿
に
お
け
る
仮
説

の
妨
げ
と
な
る
ほ
ど

の
も
の
で
は
な
く
、
大
勢

に
は
影
響
が
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

四
、

結

語

以
上
、
西
晋
期
の

「五
言
贈
答
詩
」

に
つ
い
て
、
創
作
時
期
を
調

べ
て

み
た
と

こ
ろ
、
恵
帝
期

に
入

っ
て
か
ら
の
作
が
圧
倒
的
に
多

い
こ
と
が
確
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認

で
き
る
の
で
あ
る
。
具
体
的

に
は
、
第

二
節
に
お

い
て

【西
晋

「五
言

贈
答
詩
」
詩
題

一
覧
】
と
し
て
列
挙
し
た
四
十
六
例

の
中
か
ら
、
魏
末
の

作
と
判
断
さ
れ
る
三
例
と
、
陸
機

・
陸
雲

の
入
洛
以
前

の
作
と
思
わ
れ
る

　ら
り

三
例
と
を
除

い
た
、
計
四
十
例

の
う
ち
の
実
に
三
十
例
、
す
な
わ
ち
七
十

五
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
創
作
時
期

の
判
断
が
困
難

な
も
の
の
中

に
も
、
お
そ
ら
く
恵
帝
期

の
も
の
が
幾

つ
か
は
含
ま
れ
て
い

る
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
そ
の
比
率
は
さ
ら
に
高
ま
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

以
上

の
結
果
か
ら
、
逆
に
西
晋
初
期

の
武
帝
期
に
お
い
て
は
、
「贈
答
」

の
分
野

に
お
い
て
も
、
四
言
に
よ
る
創
作
活
動
が
徹
底
し
て
行
わ
れ
て
い

た

こ
と
が
確
認
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

西
晋

に
入
り
、
武
帝

(司
馬
炎
)
が
儒
教
理
念
に
基
づ
く
政
治
方
針
を

掲
げ
た

の
に
伴

い
、
『詩
経
』

に
由
来
す
る
伝
統
的
な
四
言
詩
を
正
統
な

も

の
と
し
、
そ
れ
を
尊
重
す
る
保
守
派
文
人
が
台
頭
し
た
。
そ
れ
に
よ

っ

て
、
彼

ら

の
詩
歌
観

(「四
言

11
典
雅
」
「五
言
"
卑
俗
」
)
が
当
時

の
文

壇
を
支
配
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
の
支
配
力

・
影
響
力
は
、
と
り
わ
け

武
帝
期

に
お
い
て
は
、
極
め
て
強

い
も
の
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
当
時

の
文
人

た
ち
は
、
文
壇
を
支
配
し
て
い
た
保
守
派
文
人
の
詩
歌
観
に
従

っ

て
、
詩
歌

の
分
野
に
応
じ
て
、
そ
れ
に
相
応
し

い
詩
形
を
選
択
し
て
い
た

の
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
本
稿

で
得
ら
れ
た
以
上

の
結
果
は
、
こ

れ
ま
で

の
筆
者
の
仮
説
を
有
力

に
裏
付
け
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

で
は
な
ぜ
恵
帝
期
に
入
る
と
、
前

の
時
代
の
魏
と
同
様
、
再
び
贈
答
詩

が
五
言

で
作
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
の
か
。

こ
の
点
に

つ
い
て
は
、
詳
し
く

は
稿
を
改
め
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
す
る
が
、
以
下
に
そ
の
要
点
の
み
を

指

摘

し

て

、
本

稿

の
結

び

と

し

た

い
。

◆

呉
を
滅
ぼ
し
天
下
を
統

一
し
た
こ
と
に
よ
り
晋
朝

に
蔓
延
し
た

太
平
ム
ー
ド
、
晩
年
に
お
け
る
武
帝

の
政
治

に
対
す
る
意
欲
の
減

退
、
暗
愚
な
皇
帝

・
恵
帝

の
即
位
、
と

い

っ
た
歴
史
の
流
れ
に

あ

っ
て
、
皇
帝
権
力

の
強
力
な
後
ろ
盾

を
得
ら
れ
に
く
く
な

っ
た

保
守
派
文
人
の
影
響
力
が
徐
々
に
低
下
し
、
詩
歌
創
作

の
面

に
お

い
て
も
、
そ
の
拘
束
力
が
次
第
に
弱
ま
り

つ
つ
あ

っ
た
、
と
い
う

点

が
考
え
ら
れ
る
こ
と
。

◆

五
言
贈
答
詩

の
作
者

の
う
ち
、
張
華

・
何
勘

・
播
尼

・
陸
機

・

陸
雲
・張
載
に
つ
い
て
は
、
と
も
に
恵
帝
が
即
位
し
て
ま
も
な
く
、

患
懐
太
子

(司
馬
遙
)
の
東
宮

に
仕
え
る
と

い
っ
た
経
歴
を
も

つ
。

こ
う
し
た
事
実
を
踏
ま
え
た
場
合
、
あ
る
い
は
、
保
守
派
文
人

の

詩
歌
観
に
束
縛
さ
れ
な

い
、
自
由
な
詩
歌
の
創
作
活
動
は
、
ま
ず

初

め
に
、
患
懐
太
子
の
東
宮
を
中
心
に
展
開
さ
れ
た
の
で
は
な
い

か
、
そ
し
て
そ
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
た
人
物
と
し
て
、
張
華

の
存
在
が
浮
か
び
上
が

っ
て
く
る
の
で
は
な

い
か
、
と
い
っ
た
点

が
考
え
ら
れ
る
こ
と
。

注(1
)

拙
論

「
西
晋
期

に
お
け

る

《
四
言
詩

》
盛

行

の
要

因

に

つ
い
て
i

「応

詔

・
応

令

」
及

び

「贈
答

」

の
詩

を
中

心

に
ー
」

(
『中

国
詩

文
論

叢
』
第

卜

四
集

、
中

国
詩

文
研
究

会

、

一
九
九

五
年

)
。
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拙
論

「西

晋
武

帝

期

に
お
け

る

四
言
詩
尊

重
派

文
人

の
台
頭

と
系

譜

に

つ
い
て
」

(『
新

し

い
漢
字
漢

文

教
育

』
第

二
十
七

号
、
全

国
漢

文
教

育
学

会
、

一
九

九

八
年

)
。

(
2
)

魏
晋
南

北

朝
期

の
起

家

の
年

齢

に
関

し

て

は
、
朱

大

潤
著

『
六
朝
史

論

』

(中
華

書

局

、

一
九
九

八

年

)
所

収

の
論

文

「魏
晋

南
北

朝

政

界
名

人
成

才
年
齢

結

構

剖
析

」

に
詳

し

い
調
査

が
見

ら
れ

る
。

(
3
)

司
馬
仮

の
起
家

に

つ
い

て
は
、

『晋

書
』

巻

三
十

八

「斉

王
仮
伝

」

に
、

「復
歴
散

騎

常

侍

、
歩

兵
校

尉
、

時
年

十
八

、

…
…
」

と
あ

る
。

司

馬
炎

の
起
家

に

つ
い
て

は
、

『晋

書
』

巻

三

「武
帝

紀
」

に
、

「魏
嘉

平
中

、
封

北

平
亭

侯

、
歴
給
食

事
中

、
奉
車

都
尉

、
…
…
太

煕
元
年

、
…

…

帝
崩
干

含

章

殿
、

時

五
十
五

、

…
…

」
と

あ

る
。

司
馬
炎

の
起

家

は
、
魏

の
廃
帝

(曹
芳

)

の
嘉

平
年

間

(
二
四
九

～

二
五

四
)

の
こ
と

で
あ

る
。

そ

の
時

の
年

齢

は
、

彼

が

太
煕

元

年

(
二
九
〇

)

に
五
十

五

歳

で
亡

く

な

っ
て
い
る

こ
と
か

ら
、
十

四
歳

か

ら
十
九

歳

ま

で
の
間

と

い
う

こ
と

に

な

る
。

(
4
)

ち
な

み

に
、

呂

延
濟

は
、

「槁
葉

待

風

瓢
、

逝
將

與

君
違

」

の
二
句

に

注

し

て
、

「威

時
出

爲
翼

州
刺

史

、
將

畿
。
如

枯
槁

之
葉

、
待

風
之

瓢
也

。
」

と

い
う

(『
文

選
』

巻

二
十

五
V
。

(
5
)

陸

機

の

「於

承

明
作

與

士
龍

詩

」

「贈
弟

士

龍
詩

」

及
び

陸

雲

の

「答

兄
機
詩

」

の
三
作

品

は
、

入
洛

以
前

の
作

で
あ

ろ
う

と

の
指

摘

が
見

ら
れ

る
。例

え
ば

、

「於
承

明
作

與
士

龍
詩

」

に

つ
い
て
は
、
劉

良

の
注

(『
文

選
』

巻

二
十

四
)

に
、

「承

明
亭
名

。

機
從

呉

入
洛
陽

、
與
士

龍
別

於

長
林
亭

、

作
詩

與
士

龍

、
述

相

思
之
意

。
」

と

い
う
。

ま

た
、

同

時

期

の
作

と

見

ら

れ

る

「贈

弟

士
龍

詩
」

「答

兄

機
詩

」

に

つ
い
て
は
、

呂

向

と

李
善

は
、

「答

兄

機
詩

」

(
『文

選

』
巻

二
十

五

)

に

注

し

て
、

そ

れ

ぞ
れ

、

「向

日
、

機
自

呉

王
郎

中

、
寄

詩

與
雲

。

故
有

此

答

°
J

f善

日

、
士

衡
前

爲

太

子
洗

馬

。
時

贈

別
士

龍

、
今

答
之

。
」

と

い

い
、

い
さ
さ

か
時

期

は
異

な

る
も

の

の
、

い
ず

れ
も
恵

帝

の
元
康

年

間

の

作

と
見

て
い
る

よ
う

で
あ

る
。

し

か
し
、
例

え
ば

、
内

田
泉

之

助

・
網
祐

次
著

『文
選

』

(明
治

書
院

、

新

釈
漢
文

大
系

14

)

で
は
、

「贈
弟

士
龍

詩

」

の
題

意

の
項

で
、

「
呉
を
去

り
洛

陽

に
ゆ

く
と

き
、

弟

に
与

え

て
、
別

れ

の
悲

し

さ
を

の
べ
た

。
」

と

あ
る

よ
う

に
、
入
洛

以
前

の
作

と
す

る
説

も
見

ら
れ

る

の
で
あ

る
。

よ

っ
て
以
上

の
三
作

品

に

つ

い
て
は

、

〔
m
〕

の
中

に

は
含

め

な

い

こ

と
に

し
た
。
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